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ZyMōt ザイモート
スパームセパレーター

図① : 精子DNA断片化率

使用感

ZyMōtの手順はDGC+swim upに比べ非常に簡便で

あり、培養士間での手技の差がなくなることが期待

できる。調整時間はZyMōtが30分程度、DGC+swim 

upは1時間程度であり、ZyMōtのほうが30分程短く

済むため培養士の負担をかなり軽減できると感じま

した。

IVFは実施可能か？
ZyMōt後とDGC+swim up後の運動精子濃度は同等

の結果でした (表①) 。 当院でのIVFの実施基準は原

精液で運動精子濃度5.0×106/mL以上の症例として

いますが、この基準内でZyMōtだけが回収率が悪か

ったためにIVFを行えなかった症例はありませんで

した。SMASによる精子運動能解析を行ったところ、

DGC+swim upよりZyMōtのほうが平均速度は有意

に低い結果でした（図②）。

しかしながら、IVF受精率に差はありませんでした。

当院の媒精方法はUniversal IVF Medium 1mLに卵子

を最大6個まで入れ、運動精子濃度が10万個/mLにな

るように精子を入れています。少なくともこの条件

下であれば影響はないものと考えられます。また、細

菌などのコンタミネーションは本検討においては確

認されていません。

ZyMōt実施可能な運動精子濃度
ZyMōtに用いる原精液の運動精子濃度の下限値につ

いてはまだ検討の余地があります。今回の検討で原

精液の運動精子濃度が一番低かった症例は

1.1×106/mLで当院ではICSIの適応であり、調整後濃

度はDGC+swim upもZyMōtも0.14×106/mLと同等

で問題なくICSI実施可能でした。当院では現在のと

ころ原精液の運動精子濃度が1.0×106/mLで液量

850µL以上、1.0×106/mL×850µL (0 .85mL) = 

0.85×106

すなわち、運動精子数が850,000個ほどあればZyMōt

での調整は可能と考えています。

まとめ
今回の検討ではICSI、IVF共に培養成績に有意差は認

めませんでした (図③、④)。しかし本検討において

ZyMōtにデメリットはなく、精子DNA断片化率が低

く、調整時間が短く済むため、当院では積極的に使用

することを考えています。

はじめに
一般的な遠心処理を用いる精子調整過程では、遠心

による物理的なダメージや、活性酸素の発生により

精子DNAの断片化が進行することが知られていま

す。精子DNAの断片化はDay３以降の胚発生を低下

させる可能性があるため、精子DNAの断片化を抑え

ることは重要であると言えます。

遠心処理を行うことなく、運動精子の回収が可能な

マイクロ流体デバイスは以前から存在しますが、近

年新たにマイクロ流体デバイスが開発され、マイク

ロ流体デバイスに再び注目が集まっています。

当院では精子回収率が良いとの報告があるZyMōt 

Multi 850µlスパームセパレーター (以下：ZyMōt)を

当院で導入するにあたり、当院で従来行っている2層

密度勾配遠心法(DGC)+swim upとの比較検討を行い

ました。

症例
対象 ：ART初回、2回目

受精方法 ：Split、IVF、ICSI

精子所見 ：運動精子濃度1.0×106/mLかつ液量

2.0mL以上であった99症例を対象とし、症例ごとに

DGC+swim upとZyMōtの2群に分けて精子調整を行

いました。

比較項目
■精子DNA断片化率

■調整後の運動精子濃度

■SMASによる精子運動能解析結果

■Sibling oocyte studyによる培養成績

精子DNA断片化率
精子DNA断片化率はフローサイトメーターを用いた

SCSAによって測定しました。本検討における原精液

の平均は15.0%、 DGC + swim up後は10.7% 、ZyMōt

使用後は3.8%であり、ZyMōt使用後が有意に低い結

果でした (図①) 。
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図② : 平均速度(μm/秒)

図③ : ICSI培養成績

図④ : IVF培養成績
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